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■平成20年度決算 　Ｐ２
■みんな　集まれ！
　子育て支援センター「ゆめほっぺ」 　Ｐ６
■乙訓ふるさとふれあい駅伝 　Ｐ８
■バス・エコファミリー 　Ｐ９
■虐待から子どもを守ろう！ 　Ｐ９

今月の主な内容

秋
の
風
景

　
稲
刈
り
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決
算
収
支
は
、
歳
入
決
算
額
が
49
億
７
，９
２
７
万
３
千
円

で
前
年
度
比
８
億
１
，４
８
１
万
３
千
円
、
14
・
１
％
の
減
、
歳

出
決
算
額
が
48
億
２
，７
４
７
万
１
千
円
で
前
年
度
比
８
億
３
，

９
６
５
万
６
千
円
、
14
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
・

歳
出
決
算
額
が
大
幅
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
平
成

19
年
度
決
算
に
お
い
て
中
学
校
再
構
築
事
業
の
移
転
補
償
費
を

収
入
し
、
建
設
事
業
費
お
よ
び
基
金
積
立
金
と
し
て
支
出
し
て

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）
は
プ
ラ
ス
１
億
５
，

１
８
０
万
２
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
も
の
を
除
い
た

実
質
収
支
で
も
プ
ラ
ス
１
億
３
，１
８
８
万
５
千
円
と
、
２
年

連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、中
学
校
建
設
事
業
、

定
額
給
付
金
給
付
事
業
、
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

翌
年
度
の
財
源
と
し
て
繰
り
越
し
を
行
い
ま
し
た
。

前
年
度
の
実
質
収
支
の
黒
字
額
９
，１
９
５
万
９
千
円
と
の

差
し
引
き
で
あ
る
単
年
度
収
支
は
、
３
，９
９
２
万
６
千
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
赤
字
補
填
を
目
的

と
す
る
町
債
の
借
り
入
れ
が
１
億
円
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る
「
自

主
財
源
」
が
74
・
５
％
、
町
債
や
地
方
交
付
税
、
国
・
府
の
支

出
金
な
ど「
依
存
財
源
」が
残
り
の
25
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
は
28
億
８
，７
９
３
万
５
千
円
で
全

体
の
58
・
０
％
と
な
り
、
前
年
度
比
７
，３
５
７
万
１
千
円
、
２
・

５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
20
年
度
は
景
気
の

悪
化
に
よ
り
法
人
町
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）が

減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。
ま
た
、
地
方
譲
与
税

な
ら
び
に
地
方
消
費
税
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
交
付
金
も
１
，

８
９
５
万
３
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
自
動

車
販
売
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
が
、
予
想
以

上
に
低
迷
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
で
１
億
３
，３
４
１
万
４
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
普
通
交
付
税
は
大
幅
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
前
年
度
の
法
人
町
民
税
・
法
人
税
割
が
大

幅
な
減
収
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
で
す
。
同
様
に
、
町
債
の
う

ち
地
方
交
付
税
の
振
り
替
え
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
も

増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
前
年
度
比
９
，８
４
２
万
４
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
に
係
る
公
立
学
校
施
設
整

備
費
負
担
金
と
し
て
８
，７
２
５
万
８
千
円
を
収
入
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
財
産
収
入
は
前
年
度
比
５
億
１
，５
９
９
万
１
千
円

の
減
、
諸
収
入
は
９
億
１
，４
４
８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
、
中
学
校
再
構
築
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
前

年
度
に
基
金
に
積
み
立
て
た
こ
れ
ら
の
収
入
を
建
設
事
業
に

充
て
る
た
め
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
入
金
は
３
億
８
，

９
４
６
万
４
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
越
金

何
に
お
金
を
使
っ
た
か
を
性
質
別
の
分
類
で
見
て
み
ま
す
。

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
の
合
計

額
は
、
前
年
度
比
４
，１
２
９
万
２
千
円
、
２
・
０
％
の
減
、
と

り
わ
け
人
件
費
が
６
，５
５
６
万
円
、
５
・
３
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
職
員
数

の
削
減
に
よ
る
財
政
効
果
が
、
よ
り
一
層
表
れ
て
き
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
民
生
関
係
を
中
心
に
３
，

０
８
４
万
５
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
繰
出
金
７
，

４
７
８
万
円
の
増
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
な
ど
の
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
は
４
億
４
，７
６
４
万
３
千
円
の
増
で
、

こ
れ
は
、
主
に
中
学
校
建
設
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
平
成
19
年
度
決
算
で
は
非
常
に
多
額
で
あ
っ
た
積

立
金
が
、
11
億
９
，８
９
３
万
１
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
予
算
が
何
に
使
わ
れ
た
か
を
目
的
別
の
分
類
で
見
て

み
ま
す
。

最
も
多
い
の
は
、
民
生
費
の
13
億
４
千
万
円
で
歳
出
総
額

の
27
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、
教
育
費
の

９
億
８
千
万
円
で
歳
出
総
額
の
20
・
２
％
を
占
め
て
お
り
、
前

年
度
比
３
億
３
千
万
円
、
50
・
２
％
の
大
幅
増
で
し
た
。
ほ
か

に
は
、
土
木
費
が
増
と
な
っ
た
一
方
、
総
務
費
、
衛
生
費
な
ど

は
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
18
年
度
決
算
に
お
け
る
赤
字
を
補
填
す
る
前
年

度
繰
上
充
用
金
と
し
て
平
成
19
年
度
に
７
千
万
円
を
支
出
し
ま

し
た
が
、
今
回
の
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
は
０
と
な

り
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
黒
字
と
な
る
も
、
そ
の
内
容
は
単
年
度
赤
字

町
税
は
、
前
年
度
比
７
千
万
円
、
２
・
５
％
の
減
収

中
学
校
建
設
に
伴
う
支
出
に
よ
り
、

教
育
費
が
前
年
度
比
３
億
３
千
万
円
の
大
幅
な
増
額

一
般
会
計
【
収
支
】

一
般
会
計
【
歳
入
】

一
般
会
計
【
歳
出
】

決算
平
成
20
年
度
大
山
崎
町
の
各
会
計
別
決
算
が
、
平
成
21
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成20年度
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こ
の
歳
入
を
加
味
す
る
と
逆
に
６
千
万
円
程
度
の
単
年
度
赤
字

と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
他
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会
計
で
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業
特
別
会
計
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
と
、
駐
車
場
事
業
の
再

編
に
伴
い
、
以
前
の
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
が
自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
に
置
き
換
わ
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
純
繰
越
金
９
，１
９
５
万
９
千
円
に
加
え
て
、

前
年
度
に
繰
越
明
許
費
と
し
て
設
定
し
た
中
学
校
建
設
事
業
の

事
業
費
３
，５
０
０
万
円
を
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
り
越
し
た

も
の
で
す
。

区  分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 ４９億７,９２７万３千円 ４８億２,７４７万１千円 １億５,１８０万２千円

事 業 特 別 会 計 ３２億４,０８０万３千円 ３１億８,９１４万９千円 ５,１６５万４千円

内　
　

訳

国 民 健 康 保 険 １３億６,３４０万１千円 １３億９,９８７万円 -３,６４６万９千円

下 水 道 ６億３,２４７万３千円 ６億１,６３５万６千円 １,６１１万７千円

老 人 保 健 １億５,２０２万２千円 １億４,４７５万３千円 ７２６万９千円

介 護 保 険 ８億９,９０２万１千円 ８億４,１０１万３千円 ５,８００万８千円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 １億７,３７１万５千円 １億６,９０８万８千円 ４６２万７千円

自 動 車 駐 車 場 ２,０１７万１千円 １,８０６万９千円 ２１０万２千円

財 産 管 理 特 別 会 計 ５,４５４万２千円 ４３７万５千円 ５,０１６万７千円

内　
　

訳

大 山 崎 区 ５,３０２万１千円 ３７２万５千円 ４,９２９万６千円

円 明 寺 区 １２４万円 ５５万円 ６９万円

下 植 野 区 ２８万１千円 １０万円 １８万１千円

水 道 事 業 会 計 ５億４,６４１万６千円 ６億５３１万９千円 -５,８９０万３千円

自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

消費的経費

町民一人あたりで見てみると

町税（28億8,793万5千円）の内訳

議 会 費 ７,３２７円

町税

町民一人あたりの額
９６,４５７円

（２９.９％）

総 務 費 ４５,６６５円

民 生 費 ８６,８７９円

衛 生 費 ３０,７６３円

労 働 費 ２,０８３円 法人分
９０,４５７円

（２９.０％）
農 林 水 産 業 費 ２,１６６円

商 工 費 １,２６１円

土 木 費 ２３,０４８円
その他

（交付税、町債など）
１３５,１３９円
（４２.０％）

消 防 費 ２２,６４３円

教 育 費 ６３,２７１円

公 債 費 ２７,１２９円

※ カッコ内は、全体に占める割合。平成２１年３月３１日現在の住民
基本台帳人口（１５,４６１人）に基づいて計算しています

※カッコ内は、各項目の、町税全体に占める割合です

歳出決算額　312,235円 歳入決算額　322,053円
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義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
７
千
万
円
弱
、
５
・
３
％
の

減
と
、
前
回
に
引
き
続
き
大
幅
減
、
ま
た
公
債
費
が
１
千
万
円

弱
、
１
・
５
％
の
減
と
な
っ
た
一
方
で
、
扶
助
費
が
３
千
万
円
、

７
・
６
％
の
増
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
合
計
し
た
義
務
的
経
費
全

体
で
は
、
４
千
万
円
、
２
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
積
立
金
の
12
億
円
も
の
大
幅
な
減
は
、
平
成
19
年
度

に
中
学
校
移
転
に
伴
う
収
入
の
う
ち
12
億
１
千
万
円
を
基
金
に

積
み
立
て
た
も
の
が
、
今
回
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

健康福祉のまちづくりに
■民生費

皆さんの福祉のために
（乙訓福祉施設事務組合負担金を含む）���� ３億２,９８３万５千円
お年寄りの福祉のために���������� ３億２,８４１万９千円
こどもの福祉のために

（保育所運営を含む）������������� ５億９１７万４千円
皆さんの健康のために

（保健センター運営を含む）���������� １億４２７万６千円 

生涯学習のまちづくりに
■教育費

幼児教育のために��������������� ２,４４４万５千円
外国語指導のために���������������� ４５０万円
学校教育のために

（大山崎中学校建設工事を含む）������� ６億８,３０５万８千円
社会教育の推進のために

（公民館運営を含む）�������������� ２,６４５万２千円
留守家庭児童会事業に������������� ５,２７５万９千円
文化財の保護と振興のために����������� ８２２万４千円
ふるさとセンター・資料館の運営に������� ２,５７１万７千円
スポーツ振興のために

（体育館運営を含む）�������������� ３,４３１万７千円

安全で快適なまちづくりに
■土木費

下水道の整備充実のために
（特別会計への繰出し）������������� １億４,０００万円
道路の整備・改良のため������������ ５,６２０万８千円
交通安全のために��������������� １,０８１万２千円
公園の整備・管理のために����������� ２,２８９万２千円
■消防費

皆さんの生命と財産を守るために
（乙訓消防事務組合負担金を含む）������ ３億５,００８万４千円
■衛生費

ごみ・し尿の処理に
（乙訓環境衛生組合負担金を含む）������ ３億２,９９６万６千円
公害の防止のために�������������� １,４９７万５千円

産業の発展と豊かなくらしに
■農林水産業費

農業・林業の振興のために����������� １,６５４万５千円
■商工費

商工業振興のために�������������� １,０３２万８千円

その他
■総務費

広報・広聴の充実のために������������ ５１３万８千円

人
件
費　

�

職
員
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど
。
職
員
９
名
の
削
減
、
特
別
職
や

職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
な
ど
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
減

額
。

扶
助
費　

�

住
民
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
な
ど
。
各
種
手

当
の
支
給
対
象
者
数
の
増
加
に
伴
い
増
額
。

公
債
費　

今
ま
で
に
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

物
件
費　

消
耗
品
な
ど
の
物
品
購
入
や
賃
金
、
委
託
料
な
ど
。

補
助
費
等　

�

一
部
事
務
組
合
へ
支
払
う
負
担
金
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

な
ど
。

繰
出
金　

�

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
事
業
経
費
の
う
ち
、
一
般

会
計
が
負
担
す
る
も
の
。

投
資
的
経
費　

�

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
費
用
な
ど
。
平
成
19
年
度
は
中

学
校
建
設
事
業
、
平
成
20
年
度
は
中
学
校
建
設
事
業
や
乙

訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
償
還
が
主
。

そ
の
他　

�

平
成
19
年
度
決
算
額
に
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
７
千
万
円
を
含

む
。

義
務
的
経
費
は
３
年
連
続
で
大
幅
な
減
額

前
年
度
比
で
見
る
性
質
別
決
算
額

こう使いました48億円
一般会計のうち、主な事業の決算額は下記のとおり

平成２０年度 平成１９年度 増減率

義
務
的
経
費

人件費 １１億７,８２７万９千円 １２億４,３８３万９千円 -５.３%

扶助費 ４億３,６６９万４千円 ４億５８４万９千円 ７.６%

公債費 ４億１,９４３万６千円 ４億２,６０１万３千円 -１.５%

小　計 ２０億３,４４０万９千円 ２０億７,５７０万１千円 -２.０%

物 件 費 ６億５,６２６万３千円 ６億９,４４２万５千円 -５.５%

補 助 費 等 ７億９,７１８万３千円 ８億１,０６２万５千円 -１.７%

積 立 金 ２,８４２万３千円 １２億２,７３５万４千円 -９７.７%

繰 出 金 ５億４,５１５万２千円 ４億７,０３７万２千円 １５.９%

投資的経費 ６億９,８００万１千円 ２億５,０３５万８千円 １７８.８%

そ の 他 ６,８０４万円 １億３,８２９万２千円 -５０.８%

合 計 ４８億２,７４７万１千円 ５６億６,７１２万７千円 -１４.８%

性質別決算額の比較

健全化判断比率 資金不足比率

①
実質
赤字比率

② 
連結実質
赤字比率

③ 
実質
公債費比率

④ 
将来
負担比率

⑤ 
水道事業

⑥ 
下水道
事業

健全段階
良

悪

大山崎町の比率 （－３.９%）（－１３.２%） １０.５% ９９.４%
良

悪

（－５９.９％）（－３.５％） 健全段階

早期健全化段階

早期健全化基準 １５.０% ２０.０% ２５.０% ３５０.０% ２０.０%

経営
健全化
段階

赤字額の 
おおよその目安

５.２億円 ６.９億円
↑ 

経営健全化基準

財政再生段階

財政再生基準 ２０.０% ４０.０% ３５.０%

赤字額の 
おおよその目安

６.９億円 １３.８億円
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平成20年度決算

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
健
全
化
法
）に
よ
り
、
全
て
の
地
方

公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

各
地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比
率（
下
表
①
～
④
）に

よ
り
、「
健
全
段
階
」「
早
期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、
早
期
健
全
化
段
階
や
財
政
再
生

段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計

画
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
と
い
っ
た
公
営
企
業
に
つ

い
て
も
、
資
金
不
足
比
率（
下
表
⑤
⑥
）に
よ
り
、「
健
全
段
階
」

「
経
営
健
全
化
段
階
」
の
２
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、「
経
営
健

全
化
段
階
」
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

財
政
状
況
が
悪
化
し
て
、
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
ど
れ
か

ひ
と
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
、
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
と
も
い
う
べ
き
「
早
期
健
全
化
段
階
」
と
な
り
、
基
準
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
な
お
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
、
同
比
率（
下
表

①
～
③
）の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を
超
え
た

場
合
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き
「
財
政
再
生
段
階
」
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
実
質
赤
字
比
率（
下
表
①
）で
は
早
期
健

全
化
基
準
が
15
％
と
定
め
ら
れ
、
赤
字
額
で
い
う
と
お
よ
そ

５
億
２
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
実
質
赤
字
が
こ
の
額
以
上
に
な

健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
は
、
自
治
体
や
公
営

企
業
の
経
営
の
健
全
さ
を
計
る
指
標

平
成
20
年
度
決
算
数
値
を
も
と
に
算
出
し
た
本
町
の
比
率

は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も

大
山
崎
町
「
ハ
ー
ト
」
再
生
計
画
に
沿
っ
た
改
善
が
必
要

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表

っ
た
場
合
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
必
要
な
取
り
組
み

を
盛
り
込
ん
だ
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
速
や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
外
部
監
査
を
受
け
る
こ

と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
数
値
を
も
と
に
算
出
し
た
本
町
の
健
全
化

判
断
比
率
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
運
営
に
お
け
る
主
な
課
題
と
し
て
、

①�

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
に
近
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
極

ま
っ
て
い
る
こ
と
（
実
質
赤
字
比
率
や
連
結
実
質
赤
字
比
率

を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
）

②�

乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
未
償
還
金
約
６
億
円
を
償
還
す
る

た
め
の
予
算
を
確
保
で
き
ず
、
先
送
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と

（
将
来
負
担
比
率
99
・
４
％
の
う
ち
の
20
％
相
当
に
な
っ
て
い

ま
す
。平
成
20
年
度
は
、約
１
億
３
千
万
円
を
償
還
し
ま
し
た
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
推
移
を
見
て
い
れ

ば
、
財
政
状
況
を
知
る
目
安
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
は
、
破
綻
を
早
い
段
階
で
食
い
止
め
て
財
政
運
営
の
早
期
健

全
化
を
促
す
た
め
、
財
政
運
営
の
健
全
度
や
そ
の
動
き
を
地
方

議
会
や
住
民
が
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
し
や
す
く
す
る
仕
組
み
を
作
り

ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
活
用
し
な
が
ら
、

町
政
運
営
に
お
け
る
問
題
点
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
現
在
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
大
山
崎
町
「
ハ
ー
ト
」
再
生
計
画
に
沿
っ

て
早
急
に
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

健
全
化
法
や
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
と
は
―

健全化判断比率 資金不足比率

①
実質
赤字比率

② 
連結実質
赤字比率

③ 
実質
公債費比率

④ 
将来
負担比率

⑤ 
水道事業

⑥ 
下水道
事業

健全段階
良

悪

大山崎町の比率 （－３.９%）（－１３.２%） １０.５% ９９.４%
良

悪

（－５９.９％）（－３.５％） 健全段階

早期健全化段階

早期健全化基準 １５.０% ２０.０% ２５.０% ３５０.０% ２０.０%

経営
健全化
段階

赤字額の 
おおよその目安

５.２億円 ６.９億円
↑ 

経営健全化基準

財政再生段階

財政再生基準 ２０.０% ４０.０% ３５.０%

赤字額の 
おおよその目安

６.９億円 １３.８億円

健全化判断比率など
（平成20年度）

※大山崎町の比率の（①②⑤⑥）の項目については、赤字額や資金不足額が生じていないため、参考値としてカッコ内に比率を表示しています

問
＝
税
財
政
課
財
政
管
財
係　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
３
７
１
・
３
７
２
）



「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

　

10
月
６
日
㊋
、
中
央
公
民
館
の
本
館
１
階
に
大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　

午
前
10
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
真
鍋
町
長
、
江
下

町
議
会
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
た

ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
て
い
た

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
多
数
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

真
鍋
町
長
は
「
こ
の
﹃
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹄
が
、
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
職
員
一
同
力

を
合
せ
て
（
運
営
に
）
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」
な
ど
と
開
所
に
あ
た
っ

て
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

施
設
の
概
要

　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
１
階

開
設
日
時
＝
毎
週
㊋
～
㊎
（

は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※

は
休
み

利
用
対
象
＝
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
親
子
同
伴
に
限
る
）

※�

子
育
て
に
関
す
る
相
談
は
随
時
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
は
毎
月
第
１

～
第
４
㊎
午
前
10
時
～
11
時
30
分

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

　

応
募
の
あ
っ
た
31
件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、

「
未
来
へ
の
大
き
な
夢
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
夢
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

集
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
、
未
来
に
広
が
っ
て
い
く
施
設
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

み
ん
な
　
集
ま
れ
！

①「ゆめほっぺ」の中のようす。６２.５㎡と広々と
しています　②この日限り（?）のキャラクター
も登場して、オープニングセレモニーを盛り上げ
ました

﹁
雨
な
ど
で
外
で
遊
べ
な
い
と
き
に
利
用
し
た
い
で
す
。

ほ
か
の
お
母
さ
ん
と
こ
う
い
う
場
で
交
流
が
持
て
る
の
は
、

気
晴
ら
し
に
も
な
っ
て
助
か
り
ま
す
。﹂

�

︵
１
歳
２
カ
月
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
︶

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」

﹁
子
育
て
関
連
の
催
し
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が
、

た
い
て
い
は
１
～
２
時
間
く
ら
い
。

こ
こ
は
時
間
が
長
い
の
で
、
利
用
し
や
す
い
で
す
ね
。﹂

�

︵
３
歳
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
︶

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

施
設
の
概
要

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
由
来

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
オ
ー
プ
ン
！

②

①
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川中　知紗
─カワナカ・チサ─

日本抱っこ法協会理事

※�

14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
参
加
者
募
集
に
関
す
る
記
事

も
ご
覧
く
だ
さ
い

　

開
所
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集

ま
り
、
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
抱
」
と
い
う
字
は
、
手
へ
ん
に
包
む
と
書
き
ま
す
。
こ
の
字
に
は
、
親
の

大
き
く
温
か
な
心
で
子
ど
も
を
包
み
込
む
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
。

　

育
児
で
は
、
体
を
育
て
る
た
め
に
食
事
の
栄
養
や
運
動
に
気
を
配
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
心
を
育
て
る
抱
っ
こ
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

抱
っ
こ
に
は
３
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す

　

１
つ
目
は
、
ぬ
く
ぬ
く
抱
っ
こ
。
子
ど
も
の
存
在
丸
ご
と
を
抱
き
し
め
、
存

在
感
を
肯
定
す
る
抱
っ
こ
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
癒
し
の
抱
っ
こ
。
赤
ち
ゃ
ん
は
日
頃
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
た
め
に
、
泣
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
い
っ
ぱ
い
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。
い
い
よ
、泣
い
て
い
い
よ
」と
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

赤
ち
ゃ
ん
は
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
し
ま
す
。
こ
れ
が
癒
し
の
抱
っ
こ
で
す
。

　

そ
し
て
３
つ
目
が
、
自
己
主
張
を
受
け
止
め
て
あ
げ
る
抱
っ
こ
。
親
が
、
自

分
の
し
て
欲
し
い
こ
と
を
し
て
く
れ
な
い
と
き
、
子
ど
も
は
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
す
る
た
め
に
自
己
主
張
を
し
ま
す
。「
イ
ヤ
だ
、
イ
ヤ
だ
」
と
ダ
ダ
を
こ

ね
る
の
も
、
そ
う
。
こ
ん
な
と
き
「
じ
ゃ
あ
、
勝
手
に
し
な
さ
い
」
と
突
き
放

し
て
し
ま
う
と
、
子
ど
も
は
寂
し
い
思
い
を
し
ま
す
。
ダ
ダ
を
こ
ね
な
が
ら
も
、

お
母
さ
ん
に
そ
ば
に
来
て
欲
し
い
の
で
す
。

　

ダ
ダ
を
こ
ね
た
子
ど
も
を
「
そ
う
か
そ
う
か
、
わ
が
ま
ま
言
い
た
い
ん
だ
ね
」

と
抱
き
し
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
お
尻
ペ

ン
ペ
ン
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、「
い
や

だ
っ
て
言
い
た
い
ん
だ
ね
」
と
子
ど
も
の
主

張
を
受
け
止
め
て
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
は
伸
び
伸
び
と
育
つ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

﹁
子
育
て
の
悩
み
相
談
が
で
き
る
の

が
嬉
し
い
で
す
。

子
ど
も
の
友
達
づ
く
り
に
も
最
適
で

す
ね
。﹂

�

︵
10
カ
月
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
︶

﹁
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
く
て

公
園
で
は
遊
ば
せ
に
く
い
の
で
、

こ
こ
で
い
っ
ぱ
い
遊
ば
せ
た
い
で
す
ね
。

週
に
１
～
２
回
は
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。﹂

�
︵
11
カ
月
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
︶

③集まった多くの皆さんの前でテープカットを行いました　④開所のあい
さつを述べる真鍋町長

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

 

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

子
ど
も
の
心
を
育
て
る
の
に

抱
っ
こ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

〜
心
を
抱
き
し
め
る
〜
」
か
ら

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

講
演
「
抱
っ
こ
が
秘
め
る
育
児
力

③

④
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選
手
た
ち
に

皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
！

交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す

　

参
加
す
る
の
は
、
乙
訓
二
市
一
町

の
全
18
の
小
学
校
。
６
区
間
全
９
・

２
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
、
各
学
校
代
表
の

６
年
生
の
男
子
３
人
、
女
子
３
人
の

選
手
が
力
を
合
わ
せ
て
駆
け
抜
け
ま

す
。

　

皆
さ
ん
、
コ
ー
ス
沿
道
か
ら
熱
い

声
援
を
送
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
会
開
催
中
、
選
手
が
通
る
時
間

帯
に
コ
ー
ス
上
の
道
路
や
交
差
点
で

交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

11
月
28
日
圡
、
ふ
る
さ
と
の
街

中
を
、
小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
が
タ

ス
キ
を
繋
い
で
走
り
抜
け
る
！

と
き
＝
11
月
28
日
土
午
後
１
時
45
分

号
砲
（
小
雨
決
行
）

※�

予
備
日
は
12
月
５
日
土
で
、
長
岡

第
八
小
学
校
の
周
回
コ
ー
ス
と
な

り
ま
す

ス
タ
ー
ト
地
点
＝
大
山
崎
小
学
校

ゴ
ー
ル
地
点
＝
向
日
市
民
体
育
館

主
催
＝
向
日
市
教
育
委
員
会
、
長
岡

京
市
教
育
委
員
会
、
大
山
崎
町
教
育

委
員
会
、
乙
訓
地
方
小
学
校
長
会
、

乙
訓
地
方
小
学
校
体
育
連
盟

問
＝
学
校
教
育
課　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
２
３
０
）

（後列左から）中前　雄介くん、野々村　柊くん、坂田　望くん、
阪井　太一くん　（前列左から）古閑　涼香さん、若松　加奈子さん、
葉狩　彩加さん、斎藤　絵里香さん

（後列左から）大蔵　朋哉くん、大森　大暉くん、向井　誠也くん、
川村　健くん　（前列左から）若田　優花さん、長谷部　朱里さん、
新田　愛梨さん、西田　采加さん

―第20回乙訓地方小学生駅伝大会―

乙訓ふるさとふれあい駅伝

第 二 大 山 崎 小 学 校 代 表 選 手

大 山 崎 小 学 校 代 表 選 手

「今まで努力してきた成果を発揮し、悔いの残らない
よう、No.1目指して頑張ります！」

「自分のペースを考えながら走って、これまで作り上
げたチームワークで上位に入賞したいです！」
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―
守
ろ
う
よ 

未
来
を
見
つ
め
る 

ち
い
さ
な
ひ
と
み
―

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

　公共交通を利用しよう！

バス・エコファミリー
問＝総務課自治政策係
　　☎９５６-２１０１（内３１５）
　　京都府交通政策課企画担当
　　☎４１４-４３６８

　

地
域
の
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
は
環

境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
乗
り
物
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
の
暮
ら
し
や
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、「
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。

内
容
＝
対
象
路
線
の
バ
ス
を
降
り
る
と

き
に
児
童
が
運
転
手
に
「
エ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
と
伝
え
る
と
、
大
人
１
人
に
つ

き
同
伴
の
小
学
生
以
下
の
児
童
２
人
ま

で
の
乗
車
賃
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

と
き
＝
11
月
中
の
土
日

対
象
地
域

○
宇
治
市

○
城
陽
市

○
向
日
市

○
長
岡
京
市

○
八
幡
市

○
京
田
辺
市

○
木
津
川
市

○
大
山
崎
町

○
久
御
山
町

○
宇
治
田
原
町

○
精
華
町

対
象
路
線
＝
対
象
地
域
内
を
走
る
次
の

路
線
バ
ス

○
京
阪
バ
ス

○
京
阪
宇
治
バ
ス

○
京
阪
シ
テ
ィ
バ
ス

○
阪
急
バ
ス

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
な
く
し
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
の
人
た
ち

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
虐
待
を

早
い
段
階
で
発
見
し
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
児
童
虐
待
と
は

　

保
護
者
に
と
っ
て
は
し
つ
け
の
つ
も

り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
も

の
は
虐
待
で
す
。
虐
待
に
は
大
き
く
分

け
て
次
の
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。

①�

身
体
的
虐
待　

　

�

殴
る
、
蹴
る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
溺

れ
さ
せ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す
な
ど

②
性
的
虐
待

　

�

子
ど
も
に
性
的
行
為
を
強
要
す
る
、

性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
強
要
し
て

子
ど
も
の
裸
を
写
真
や
ビ
デ
オ
に
撮

る
な
ど

③
ネ
グ
レ
ク
ト

　
�

家
に
閉
じ
込
め
る
、
適
切
な
食
事
を

与
え
な
い
、
病
気
や
け
が
を
し
て
も

病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
、
ひ
ど
く

不
潔
の
ま
ま
に
す
る
、
同
居
人
に
よ

る
虐
待
を
放
置
す
る
な
ど

１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
。

１１
月
中
の
土
日

は
、
バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
児
童
が
運
転
手
に
「
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
ひ
と
こ
と
。
同
伴
児
童
２
人
ま
で
の
乗
車
賃
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

○
城
陽
さ
ん
さ
ん
バ
ス

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ
た

○
木
津
川
き
の
つ
バ
ス

○
精
華
く
る
り
ん
バ
ス

○
久
御
山
の
っ
て
こ
バ
ス

※�

京
阪
バ
ス
の
松
井
山
手
駅
～
京
都
駅

八
条
口
間
の
直
通
バ
ス
は
利
用
不
可

※�

京
阪
宇
治
バ
ス
の
京
阪
中
書
島
発
立

命
館
大
学
直
通
バ
ス
は
利
用
不
可

▼
効
果
計
測
に
ご
協
力
を

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
チ
ラ
シ

に
は
２
種
類
の
チ
ケ
ッ
ト
を
付
け
て
い

ま
す
。

　

降
車
の
際
に
、「
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
ら
バ

ス
に
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
家

族
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
は
「
緑
色
の
エ
コ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
、「
普
段
か
ら
バ
ス
を

利
用
し
て
い
て
今
回
も
バ
ス
を
利
用
し

た
」
と
い
う
家
族
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
は

「
オ
レ
ン
ジ
色
の
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
」
を
、

児
童
の
手
で
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

※�

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
チ
ラ
シ

は
、
10
月
中
旬
頃
に
町
内
各
小
学
校

を
通
じ
て
児
童
に
配
付
し
て
い
る
ほ

か
、
町
内
各
公
共
施
設
に
も
置
い
て

い
ま
す

④
心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
で
脅
す
、
冷
た
く
接
す
る
、
拒
否

的
な
態
度
を
と
る
、
兄
弟
間
で
著
し
く

差
別
的
な
扱
い
を
す
る
、
子
ど
も
の
目

の
前
で
家
庭
内
暴
力
を
振
る
う
な
ど

▼
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に

○
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
ま
し
ょ
う

○�

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
相

談
機
関
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

▼�

虐
待
に
関
す
る
連
絡
や
、
悩
み

な
ど
の
相
談
は

○
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
１
５
８
）

○
乙
訓
保
健
所

　

☎
９
３
３
─１
１
５
１

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
２
３
１
─２
０
０
０

（
緊
急
の
場
合
は
）

○
京
都
府
京
都
児
童
相
談
所

　

☎
４
３
２
─３
２
７
８

○
児
童
相
談
所
（
全
国
共
通
、
有
料
）

　

☎
０
５
７
０
─０
６
４
─０
０
０

○
向
日
町
警
察
署　

　

�

☎
９
２
１
─０
１
１
０

　
　

ま
た
は
１
１
０
番
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　地域への社会貢献の一環として、乙訓青年会議所の皆
さんの主催で開催された「乙訓水辺フェスティバル」。
会場となった淀川河川公園には、真夏のような好天にも
誘われて１,５００人を超える親子連れがやって来ました。
　会場には、フリーマーケットや乙訓の名物である竹を
使ったモノづくりコーナーなどが用意され、お母さんた
ちはフリーマーケットで掘り出し物探し、子どもたちは
竹のおもちゃづくりやカヤック体験などに夢中になって
いました。

　２０回目となる「仲秋の名月鑑賞会」を、今年も山崎光
の郷で開催しました。
　空には、ひっそりと浮かぶ半月の柔らかな光。地上に
は、会場に飾られたさまざまな灯

あ か

りアートから放たれる、
個性豊かな光。集まった人々は、光の織り成す美しい空
間の中、ゆったりとした秋の一夜を過ごしていました。
　また、室内ホールには、全国的にも知られたヴォーカ
ルユニット「Unlimited tone」が登場。立ち見が出る
ほど多くのお客さんの前で、懐かしのスタンダード曲や
オリジナル曲を美しいハーモニーで披露し、会場を魅了
していました。

川って楽しいかも！ 今年はきれいな半月でした9/27 9/26
乙訓水辺フェスティバル 第20回仲秋の名月鑑賞会

①竹を使ったいかだ作りに取り組む子どもたち
②カヤックの体験コーナーもありました

①②会場の庭園に並べられた個性的な灯りアートたち　③美しい歌声を披
露して会場を魅了したUnlimited toneの３人

　1月からご利用いただく図書貸出カ
ードの申し込みを受け付けています。
今お持ちの貸出券は1月以降使用でき
なくなりますが、それまでは捨てない
でください。
受付時間＝９：００ ～ １６：００
※⺼を除く。圡㊐祝も受付可
受付場所＝中央公民館図書室前
※ただし圡㊐祝は事務室で受付
持物＝身分証明書（運転免許証、健康
保険証、パスポートなど、氏名、住所、
生年月日が明記されているもの）
※ 学生の方（高校生以上）は学生証を

　１０月からは、図書のデータをコンピ
ュータに入力していく作業を行ってい
ます。この作業は手元に図書がなけれ
ばできませんので、返却が遅れている
方は大至急返却してください。返却に
は、公民館正面入口（西国街道側・小
学校の前）にある青色の返却ポストを
ご利用ください。

図書貸出カードが
新しくなります

リサイクル本を
お分けしています

　図書室で使わなくなった本をお分け
しています。一人あたりの冊数制限は
ありませんので、好きなだけお持ち帰
りください
※ なくなり次第終了。⺼と１１月１日は

実施しません
ところ＝中央公民館図書室前

持参してください
問＝中央公民館　☎９５７-１４２１

②

②

①

③

①
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１
１
９
番
通
報
で
は
、
場
所
や
状
況
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な

け
れ
ば
、
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
て
被
害
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
正
し
い
１
１
９
番
通
報
が
、

迅
速
、
的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※�

１
１
９
番
は
、
火
事
、
救
助
、
救
急
な
ど
消
防
に
緊
急
を
知

ら
せ
る
た
め
の
緊
急
回
線
で
す
。
消
防
の
業
務
に
関
す
る
こ

と
や
病
院
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
は
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
１
１
９
番
へ
の
通
報
の
仕
方

①�

火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
？

　
「
火
災
で
す
」「
救
急
で
す
」
と
、
は
っ
き
り
と
。

②
消
防
車
や
救
急
車
が
必
要
な
場
所
は
？

　

住
所
は
市
町
名
か
ら
正
し
く
、
詳
し
く
。

　

�

住
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
目
印
に
な
る
大
き
な
建
物
や

公
園
、
交
差
点
な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③
ど
ん
な
状
況
で
す
か
？

　

�「
○
○
が
燃
え
て
い
ま
す
。
け
が
人
は
○
人
い
ま
す
」
と
い
う

よ
う
に
、
火
事
や
事
故
な
ど
の
状
況
を
分
か
る
限
り
正
確
に
。

　

�

興
奮
し
て
一
方
的
に
話
そ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
確
認
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

④
あ
な
た
の
お
名
前
、
電
話
番
号
は
？

　

名
前
と
電
話
番
号
を
は
っ
き
り
と
。

　

�

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
電
波
の
状
態
に
よ
っ

て
通
報
場
所
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
以
外
に
繋
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

○�

京
都
健
康
医
療
よ
ろ
ず
ネ
ッ
ト
（
京
都
府
内
で
診
療
中
の
救

急
医
療
機
関
な
ど
を
検
索
）

　

=http://w
w
w
.m
fis.pref.kyoto.lg.jp/　

　

※
お
気
に
入
り
な
ど
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す

○�

京
都
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
電
話
の
音
声
案
内
で
、

診
療
中
の
救
急
医
療
機
関
な
ど
を
検
索
）

　

☎
・

�

６
９
４
─５
４
９
９

○�

（
右
記
の
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
な
い
場
合
）
乙
訓
消
防
組

合
消
防
本
部
通
信
指
令
室　

☎
９
５
３
─６
０
４
８

※�

緊
急
通
報
の
受
信
中
な
ど
で
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
指
令
情
報
課

☎
９
５
３
─６
０
４
１

期
間
＝
１１
月
９
日
月
～
１５
日
日

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
毎
年
「
１
１
９
番
の
日
」
で
あ
る

11
月
９
日
か
ら
一
週
間
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乙
訓
消
防

組
合
で
は
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
の
山
火
事
防
火
運
動

も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
年
間
を
通
し
て
防
火
に
関
す
る
相
談
や
、
町

内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
消
火
実
験
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

②�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し

ま
し
ょ
う

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う

【
４
つ
の
対
策
】

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

�（
消
防
法
お
よ
び
乙
訓
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

一
般
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
に
は
、
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）

②
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
に
は
防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

④�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う

▼
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
の
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う

②
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う

③
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う

④�

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
必
ず
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う

⑤�

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

⑥
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
＝
大
山
崎
消
防
署

火
事
・
救
助
・
救
急
は
１
１
９
番

秋
季
火
災
予
防
運
動

山
火
事
防
火
運
動

平
成
21
年

11
月
９
は
「
１
１
９
番
の
日
」

▼�「
救
急
車
ま
で
は
必
要
な
い
が
、
診
て
も
ら
え
る

　

病
院
を
知
り
た
い
」
と
い
う
と
き
は
…
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役場代表☎９５６－２１０１　保健センター☎９５３－３４３０　老人福祉センター「長寿苑」☎９５７－１８６０
社会福祉協議会☎９５７－４１００　福祉センター「なごみの郷」☎９５７－４１００
中央公民館☎９５７－１４２１　町体育館☎９５６－０５６７　歴史資料館☎９５２－６２８８

大山崎ふるさとセンター☎９５６－２３１０　大山崎消防署☎９５６－０１１９

身体障害者相談所を開設

　町身体障害者協会が、町民を対象
に、京都府の委嘱を受けた身体障害
者相談員による相談所を開設しま
す。身体障害者手帳の申請や補装具、
その他生活全般のことなど、気軽に
ご相談ください。
とき＝１１月１０日火１３：３０ ～ １５：３０
ところ＝役場２階第２会議室
町内の相談員の紹介
○��小西和子さん（身体障害者相談員）
字大山崎小字鏡田２６－５６

　☎９５６－５２６９
○�今村泰信さん（知的障害者相談員）
字大山崎小字岩崎３１－６

　☎９５７－２５００
※�皆さんの身近な相談相手として
日々活動していますので、相談所
の開設日以外でも気軽にご相談く
ださい
問＝福祉課社会福祉係（内１５４）

視覚障害者相談会・講演会

　個別相談、ロービジョン相談、日
常生活用具などの展示、生活機能訓
練などを行います。
※相談は要予約
とき＝１１月１７日火
１０：３０ ～ １５：３０　相談・展示
１３：３０ ～ １５：００　講演
ところ＝長岡京市立中央公民館２階
学習室など
対象＝中途失明者、視力・視野が悪
くなった方など
相談員＝（福）京都ライトハウス、
（福）紫野福祉センター、京都府身体
障害者更生相談所の各職員
主催＝京都府身体障害者更生相談所
相談申込方法＝１１月１１日水までに▽
住所▽氏名▽連絡先▽相談内容を下
記まで。
問・申込＝福祉課社会福祉係
（内１５２）

無料法律相談

　京都弁護士会の協力を得て、弁護
士による無料法律相談を実施しま
す。
とき＝１１月２０日金１３：３０ ～ １６：３０
※１人２０分程度。予約制
ところ＝役場１階相談室３��
相談内容＝家、土地、金銭貸借、相
続、消費者被害など特に内容は問い
ませんので、気軽にご相談ください。
相談員＝京都弁護士会弁護士
対象＝町民
申込開始＝１１月１６日⺼８：３０
※先着順。電話申込も可
問・申込＝福祉課社会福祉係
（内１５３)

【府民無料法律相談もご利用く
ださい】
　京都府が、１２月と３月を除く毎月
第２火に予約制で実施しています。
府民相談室　☎４１４－４２３５

暮らしと事業の行政相談会

テーマ＝▽相続・遺言▽公正証書▽
契約書▽示談書▽内容証明▽法人設
立▽建設業許可▽自動車登録▽車庫
証明など
とき＝１１月１９日木１３：３０ ～ １６：３０
※毎月第３木
受付場所＝役場３階総務課（３２番窓
口）
※申込不要、相談無料
問＝総務課秘書広報係（内３１２）

障害のある方の生活相談
（身体・知的・精神）
　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。町と契
約している「アンサンブル」の専門
相談員が相談に応じます。
とき＝１１月１２日木１３：３０ ～ １５：３０
ところ＝役場２階第２会議室
相談員＝「アンサンブル」職員
問＝福祉課社会福祉係（内１５４）
地域活動支援センター「アンサンブ
ル」　☎９５６－２５４３

神谷和子さんが
法務大臣表彰を受賞
　神谷和子さん（海道）が、１０月１
日に人権擁護委員としての功績に対
して法務大臣表彰を受けられました。
　神谷さんは、平成１１年１月から現
在に至るまでの１０年間にわたり、大
山崎町の人権擁護委員として、基本
的人権が侵害されることがないよう
人権尊重思想の普及・高揚に努めら
れ、地域に密着した活動をされてい
ます。
問＝総務課総務係（内３２１）

木造住宅耐震改修費を補助

　地震に強い安全なまちづくりを目
指すため、倒壊の危険性が高い木造
住宅の耐震改修にかかる費用を助成
します。
対象＝次の要件すべてに該当する住宅
①�昭和５６年５月３１日以前に着工され
た木造住宅

②�延べ床面積の１⊘２以上を住宅の用
途として使用しているもの

③�耐震診断の結果、評点が１．０未満
と診断されたもの
募集戸数＝１戸（応募多数の場合は
選考）
補助金交付額＝木造住宅耐震改修工
事および設計に要する費用の１⊘２（上
限６０万円）
申込必要書類
①�申請書（申込窓口で配布）
②�耐震改修工事等見積書（設計事務
所および工事施工業者などの記名
または捺印のあるもの）

③�耐震診断結果報告書の写し
④�耐震補強計画書
◦�位置図（案内図）、平面図
◦�補強計画図（その他補強方法を示
す図書）

◦�耐震改修後の建物についての総合
判定

⑤�賃借住宅などについては、所有者
の同意書

※�耐震改修を行うと、所得税・固定
資産税の優遇を受けられる場合が
あります
問・申込＝建設課都市計画係
（内２５６･２５１）

こ
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共同受信施設の地デジ化
助成制度
　共同住宅（アパート・マンショ
ン）内の共同受信施設や、建物など
による受信障害対策として設置され
た共同受信施設の地上デジタル化対
応において、経費負担が世帯あたり
３５，０００円以上となる場合、国の助成
が受けられます。助成を受けるには、
改修工事の実施前に申請をしてくだ
さい。詳細は、デジサポのホームペ
ージ（http://digisuppo.jp）をご
覧ください。
※�国・地方公共団体などが所有する
共同受信施設は対象外
申請締切
○�受信障害施設の地上デジタル化：
１２月２８日

○�共同住宅の共同受信施設の地上デ
ジタル化：平成２２年１月１５日
問＝デジサポ助成金相談窓口
☎０５７０－０９３－７２４（平日９：００～ １８：００）
申請＝〒６０４－８１８６　京都市中京区車
屋町御池下る梅屋町３５８�アーバネッ
クス御池ビル西館３階　デジサポ京都

長寿犬飼養者表彰式

　地域の模範となる飼い主の皆さん
を表彰します。表彰後、動物病院の
先生が個別に犬の健康相談に応じま
す。
※�犬の健康相談を希望する方は、受
付簿に「要相談」と記入してくだ
さい
対象＝下記の要件すべてに該当する
方
○�乙訓二市一町に在住の方
○�同じ犬（平成２２年３月までに１５才
以上になる犬）を１５年以上飼って
いる方

○�犬の登録と毎年の狂犬病予防注射
を受けさせている方
とき＝１１月２０日金１３：３０ ～ １５：００
ところ＝乙訓保健所２階講堂
※参加無料、犬の持込不可
応募方法＝１１月１２日木（土日 を除
く）までに、申請書を下記まで。
※申請書は応募窓口で配布
問・応募＝経済環境課（内２４６）
乙訓保健所環境衛生室　☎９３３－１２４１

大山崎町国民文化祭の取
り組みをスタート
　平成２３年度に京都府で開催される
「第２６回国民文化祭・京都２０１１」。大
山崎町では、年内に実行委員会を発
足する予定です。
　京都府の実施計画の中で、大山崎
町をイメージする大茶会や、灯明ア
ートなどの催しを計画しています。

【大山崎町国民文化祭実行委員
会の公募委員を募集】
　大山崎町の国民文化祭に企画から
参加してみませんか。
募集人数＝２人
応募方法＝▽氏名▽住所▽年齢▽連
絡先▽（あれば）電子メールアドレ
ス▽応募の動機を下記まで。
問・応募＝総務課自治政策係（内３１３）

【プレイベント「大山崎戦国大茶会」】
　平成２３年度の本番を前に、プレイ
ベントとなる大茶会を開催します。
約４００年前に千利休が催した茶会を
イメージした茶の湯と、兵糧菓子を
体験してみませんか。
とき＝１１月２２日日１１：００ ～ １３：３０
ところ＝大山崎ふるさとセンター１
階ロビー
※入場無料、茶席は３００円
問＝歴史資料館

地デジ支援 
（簡易チューナー給付など）

　総務省では、経済的な理由で地上
デジタル放送を視聴できない世帯
（生活保護などの公的扶助受給世帯、
もしくは障害を持った人がいる市町
村民税非課税世帯、または社会福祉
施設入所者など、ＮＨＫ受信料が全
額免除となっている世帯）に対して、
簡易チューナーを無償給付するなど
の支援を１０月１日から開始していま
す。なお、支援は現物給付ですので、
自身で購入したチューナー、アンテ
ナ改修などの費用を清算することは
できません
問＝総務省地デジチューナー支援実
施センター　☎０５７０－０３３８４０

水道関連訴訟に関するお知らせ 
第９回口頭弁論がありました
　京都府を被告とする基本水量決定
処分取消請求訴訟および不当利得返
還請求訴訟の第９回口頭弁論が、９
月３０日水に京都地方裁判所で行われ
ました。
　今回、証人尋問で町からは真鍋町
長が原告として、京都府からは元府
企業局長竹内氏が証人として出廷
し、証言しました。
　また、町は「時機に後れた防御方
法却下申立書」（京都府の第７準備
書面に対する申立書）と証拠甲第２３
号証～ ２６号証を提出しました。こ
れに対し、京都府は、第７準備書面、
第８準備書面（町の申立書に対する
反論）と証拠乙第５２号証、５３号証を
提出しました。
　次回は、京都地方裁判所で１２月４
日金１３：１０から行われます。
問＝上下水道課（内２７０）

下水道の接続はお済みですか？

　下水道に接続すると、処理区域の
生活環境が良くなること以外にもい
ろいろなメリットがあります。接続
がまだの方は速やかに接続をお願い
します。また、トイレ以外の雑排水が
側溝に流れているお宅は、早急に指
定工事店で接続工事をしてください。
下水道に接続するメリット
○�浄化槽の維持管理、メンテナンス
にかかる負担がなくなります

○�汚水が高度処理方法で浄化できま
す

○�宅内の排水設備は個人管理です
が、接続マス（公共汚水マス）か
ら先の下水道管は町に管理を任せ
られます
問＝上下水道課下水道係
（内２７５･２７６）

【下水道の清掃業者にご注意】
　町では、点検・清掃作業を業者に
委託していません。最近、悪質な業
者が家庭を訪問し、「排水設備の点
検」や「公共汚水マスの清掃」など
の勧誘を行っています。これらの業
者は、わずかな作業で高額な費用を
請求する場合がありますので、必要
なければはっきりと断りましょう。




